
令和５年度 長崎県立清峰高等学校「ふるさと教育」体系図

テーマ

外部連携機関
（行政機関・事業所）

地域が抱える課題等を、地域の活性化に取り組む人々との協働を通じて生徒が気付き、主体的に探求
することにより、地域に貢献する心情を育む。

長崎県立清峰高等学校
（総合学科１・２・３年、生徒数４４１名）

○
佐
々
町
総
務
課

○
佐
々
町
教
育
委
員
会

○
佐
々
町
社
会
福
祉
協
議
会

○
佐
世
保
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

地域社会（保護者を含む住民、産業、文化、歴史等）

連

携

「体験」を通してふるさとの課題を知り、「探究」を通して解決策を考える

目
標

育成したい
資質・能力

社会的視野を広げ
社会認識を深める力

課題を発見し、課題解決に
向けて具体的に行動する力

よい人間関係をつくり、
ともによい社会を作ろう
とする力

社会人としての意識や態度

〇ボランティア活動に参加（１年・２年）
地域の課題の解決や、活性化に取り組む団体の活動に参加。レポートにまとめる。

〇インターンシップに参加（１年）
地元企業での就業体験を通して地域産業の特性を理解

〇課題研究（１年・２年・３年）
(1)地域について興味をもつ（調べ学習・講話など）

(2)課題研究テーマの設定
(3)行政機関や事業所でインタビューやフィールドワークを実施
(4)地域課題解決に向けて、グループで協働して解決策を研究

〇研究成果の発表
(1)各学年中間報告会（令和５年１０月）
(2)地元の行政機関や事業所、地域住民、保護者等に向けた実践研究発表会（令和６年２月）
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(1)将来ふるさとの発展に貢献したいという意識が高まった生徒の割合 ８５％
(2)人と協同することを大切にしたいという意識が高まった生徒の割合 ９０％
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ふるさと教育連携協議会 〔委員長〕校長、〔副委員長〕教頭

総合推進部主任、教務主任、進路指導主事、生徒会主任、学年主任、総合推進部職員
佐世保市ボランティアセンター、佐々町役場総務課担当者、佐々町教育委員会担当者、
佐々町社会福祉協議会
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